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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・本日、向井敦子様退院。11/26～デイケア利用予定。

・看護グループ内研修

日時：12/12(木)、13(金)、17：15～17：45　対象：看護・介護スタッフ

テーマ：『介護保険制度について』　講師：金子AOM　場所：メンタル3階会議室

※12/9(月)までに出欠の入力を済ませること

・うみねこ幸房より

前日売れ残ったパンを全品半額で翌日提供していたが、材料費等の高騰により12/1(日)からは全品定額から30円引きで販売される事となる。

・床暖房の操作パネルの修繕依頼が決済されたので近日中に業者点検・修繕が入る予定。

＜青山荘利用者様情報＞

・青木　紀子　様～一昨日から生理痛があり、静養室で休むことあり。また、両足に外反母趾があり特に右が痛いと話されているため、外科を受診するように促している。今後については、青山荘に2年居たら出たいと希望聞かれている。また、父と生活して病状が悪化した経緯がある為、アパートでの一人暮らしを希望しているとのこと。朝食当番をしており、たまに朝起きれないことがあるが、以前よりは起きれるようになってきているとのこと。

・中村　与一郎様～青木紀子様と雑談している際に、怒ることがあったが、翌朝には青木様と気にしないで交流している様子見られている。

・藤村　翔　　様～23日（土）に家族と外出しているが、帰荘後に不調の訴えはない。

・松倉　健一　様～現在お小遣いを月2回にわけて受け取っているが、衣類が欲しくて家族に連絡をとっている。また、耳の裏や手にあかぎれが見られている。本人は市販の軟膏で対処している為、皮膚科受診し軟膏を処方してもらうように促している。

・松村　勉　　様～肺炎についてはレントゲンを撮ったら影が映らなくなったとのこと。肺炎の予後があまり良くないため、インフルエンザの予防接種は今年受けないと話されていたとのこと。

＜利用者様情報＞

・高田　マキ　様～寺沢彩様と青木紀子様が背後で会話をしていることに対して、「陰口言わないで直接言って欲しい」とスタッフを介して間接的に話している。間接的に言うことも相手を不快にさせるため、直接言うように伝えると、その場で直接伝えている。事実ではないことを説明されると、「それならいいんだけど」と納得している。また、交際相手（岩手医大の医師）について、結婚を考えていると話されている。

・寺沢　彩　　様～高田マキ様と上記のトラブルがあり。その後、表情険しくし、10：55頃、2～3分過呼吸発作あり、ビニール袋使用にて落ち着いている。数分後に、「ちょっと吐きました」と訴えあるが、吐物は見せようとせず。

・種本　サハ　様～昨日、11/26（火）の就床前薬を飲まずに持参していた為、服薬ボードを持参して頂き残りの薬を確認している。服薬ボードには問題ない。「最近間違っていなかったかた、油断してましたね」「気を抜いたらいけないな」と話されている。

＜事例検討＞

藤村　翔　様(30)　主：統合失調症　利用日：月・水

検討内容目標の見直し

長期目標

病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。

社会生活に必要な知識を身に付ける。

中期目標
幻聴があった場合の対処法を身に付ける。

色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。

短期目標
病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。

気になることや思ったこと等は積極的に発言する。

治療計画
①幻聴について自ら話してくる事がない為、病状変化(表情の硬さ、眼光の鋭さ、怒鳴るような独語等)や幻聴に左右された行動はないか観察する。

②病状変化が見られた際は、幻聴の有無の確認や訴えの内容を傾聴し、言動の振り返りを行いながら対処法を考え促して行く。

③現在出来ている事、出来ていない事を現実的に捉えれるよう評価し、実際の場面に繋げれるようにする。

④発言内容の観察を行い、突然の発言には何故そのような発言をしたのかの背景をさぐり、タイミングがずれている場合や根拠のない発言は指摘していく。

現　症

・最近は病状の変化は見られていない。

・幻聴の自覚あり「上手に付き合っている」と話す。

・青山荘退所後、グループホーム入居を考えている。（不安がないのか確認すると、グループホームがどのような場所かわからないから不安ではないと話されている）

・いずれ仕事をしたいと思っている。本人は一般就労を希望している。「長い間一般就労しろ」と聴こえてくる。

・出来ること、出来ている事ばかり話している。（困る事の予測ができていない）

・会話内容が変わる。

・辛い時に静養室で休んでも良いこと伝えると、理解しているが、休むことはない。

検討結果

・以前よりも、今後について考えることができている。不調時にはスタッフに相談して欲しいこと伝えると、理解しているようだが、相談してくることがない。自分から相談できるように介入していく。

・青山荘を来年の4月に退所するのは難しい状況であるため、延長になる可能性が高い。（延長は1年間可能）

＜外来患者様情報＞

・森田　清助　様～朝外来に来て、受診している。副作用止めを飲み始めてから便秘があり11/22から排便がないと訴えている。カマ（0.5）3P×3 ndE/11T　処方となっている。

・津嶋　イチ子様～前回疲労感を訴えていたが、ぐっすり寝れて良くなったと話されている。

・山田　健次　様～前回、寝つきが悪いと訴えあり、スローハイムが処方されて服用してから寝つきがよくなったと話されている。

・平　　康子　様～前回便失禁があると訴えており、処方薬のドネペジルとタスモリンが中止となってからは便失禁の心配なくなったとのこと。

・中居　美津子様～「年のせいもあると思うんだけど朝歩いていると体が重い」と話されている。医師より薬の調整を提案されるが、本人が調整をしないで様子をみると話された為、今回は服薬の変更をしていない。

・前野　義勝　様～右手第2指にひび割れがあり、ザーネ軟膏で改善見られない為、ウリモックスクリームが処方となっている。左足首を以前骨折しており、冬になると痛くなると訴えあり、ナパゲルン軟膏が処方となっている。

